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平成 29年度 特定非営利活動に係る事業報告書 

平成 29年 4月 1日 から 平成 30年 3月 31 日まで 
                             特定非営利活動法人失敗学会 

 １ 事業の成果 
広く社会一般に対して失敗原因の解明および防止に関する事業を行い、社会一般に寄与するため、
社会教育の推進を図る特定非営利活動を行なった。 

  
 ２ 事業の実施に関する事項 
  （１）特定非営利活動に係る事業 

 

 
 

 
 

事業名 
 

事 業 内 容 
実施 
日時 

実施 
場所 

従事者 
人数 

受益対象者範
囲及び人数 

事業費の
金額(千円) 

失敗学情報 
提供 

市民、企業、行政、教育機関の
失敗に対する考え方、認識、知
識化する方法の情報提供を含め
た教育と意識改革を行った。 

通年 東京 5 不特定多数 599 

学会年次大会 
失敗に関する研究発表、分科会
発表、意見交換、講演の場を提
供した。 

12月 16日 東京 12 
研究者や失敗
学に関心のあ
る者(71 名) 

222 
 

学会大阪大会 
失敗に関する研究発表、学会外
から講演者を招聘し、意見交換、
講演の場を提供した。 

7 月 22 日 大阪 9 
研究者や失敗
学に関心のあ
る者(60 名) 

242 

春の 
地方懇談会 

工場を訪問、震災対応について、

現場を見学、現人の講話を聴い

た。熊本城の被害を視察。地熱

発電所訪問。大分でマグロ養殖

とコンクリート工場見学。 

5 月 
26,27,28

日 

大分・ 
熊本 

4 11 名 215 

失敗防止の 
研究開発 

失敗知識データベースの情報を
データベースに搭載、検索機能
の開発を継続 

通年 東京 2 不特定多数 66 

共同研究 

ルーマニア、公理的設計国際会
議で干渉発見修正事例、就職活
動に公理的設計適用例発表。 
米国機械工学会で創造設計とポ
スターコンペについて発表。 

9 月 
 

11 月 

米国フロリダ

州タンパ 

 

中国西安 

2 

創造設計教育、
公理的設計に
関心のある者 

(100 人) 

647 

コンサル・講演
事業 

失敗学に関する講演出講。 通年 全国 3 
広範な現役の 

職業人 
(500 名) 

11 

失敗学会講座 

失敗学に関し、特に興味があり、
学ぶ意欲のある人に、半期ごと
に分けて月 1 回の会員講師によ
る特別講座を開講 

通年 東京 12 
失敗学に関し
て学習したい
者(34 名) 

150 

失敗学 
フォーラム 

各方面の講師を招いて講演をい
ただくほか、失敗学会会員の会
員発表、相互交流の場として、
奇数月に大阪、偶数月に東京で
開催。 

通年 
東京・ 
大阪 

9 

失敗学会会員、 
失敗学に関心
のある者 
(92 名) 

38 

 
 


